
鶉永遠のロングセラ…

原作の『はだしのゲン』は、1973年から『少年ジャンプ』に連

載された漫画家・中沢啓治氏の自伝的漫画で、現在も日本だけ

ではなく、英語、ドイツ語、ロシア語、フランス語、韓国語など18

か国語に翻訳されて、広く海外の人びとによみつがれている永

遠のロングセラーです。

蟷日本から世界へ発信

1996年の初演以来、日本国内のみならずニューヨーク(99

年)、 ソウル (02年 )、 ポーランド(クラクフ、ワルシャワ、ヴロツワ

フ、03年 )、 ロシア(モスクワ、ヤロスラーヴリ、07年 )と海外でも

大きな反響を呼びました。その後も日本各地で上演を続け、今

年で436ステージにな。Jます。公演のたびに演出面での工夫を

重ねて、日本製ミュージカルとしての評価を高めてきました。

隋ゲンの心を次の世代ヘ

本年は被爆から68年。日本の状況も世界の状況もめまぐる

しく変る今日にあつて、とくに若い人たちにとつては戦争は遠い

音の話かもしれません。『はだしのゲン』は、過去を振り返り現在

を見つめ未来を望む作品です。私たちがかつて失つたものは何

か、現在に続く悲しみとは何か、そして明日の希望とは何か?

観客のみなさんとともに体験します。

熱い思 いを込めて……

人類にとって最大の敵は、戦争と核兵器です。

その敵に負けないために、必死で元気の元(ゲン)、元素の元

(ゲン)は、人間の尊厳をかけて立ち向かっていきます。ゲンと

その家族の生き方を通して、平和を希求する舞台劇「はだし

のゲン」が、1996年に木山事務所が熱い思いを込めて完成し

ました。その結果、全国から心がゆさぶられたという感想文が

数多く寄せられています。一人でも多くの人にご覧いただき、

日本の津 浦々々に、そして世界の各地に核廃絶の輪がさらに

大きく拡がって行くことを願っています。
｀                   中沢啓治領作者)

※中沢啓治氏は2012年 12月、肺がんのため亡くなられました。

隋1945年 (昭和20年 )8月 6日の朝、広島上空にアメリカの爆撃

機B29が飛来し「原子爆弾」が投下され、ゲンは父・姉・弟の焼

死を目の当た。りにするしかあ|りませんでした。ゲンは母と焼け跡

の中で生まれた妹とともに、「この戦争は間違つている」と言い

続けた父親の気性を受けついで、青麦のように真つ直ぐな心の

ままに生き抜いていきます。
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よる潤いを」と願う方なら、誰でも、どこに住んでいても、いつからでも

入会できます。もよりのサークルに参加いただくか、お友達やご家族など

で、仲間を誘つて 3名以上のサークルをつくつてお申し込み下さい。詳し

くは、事務所までお電話を一―。

0

入会金は 600円 です。ご入会の際には、お一人ごと2ケ月分の会費と入会
金が必要です。一年間は継続してご覧下さい。いろいろな芝居をみて観劇

の面白さ、楽しさを見つける、そんなステキな出会い願つています。その

後は自動継続です。
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